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「数学通信」第 14 巻第 3 号（2009 年 11 月）でお知らせしましたように、日本数学

会は、文部科学省公募委託事業「数学・数理科学と他分野の連携・協力の推進に関する

調査・検討～第 4期科学技術基本計画の検討に向けて～」（受託者九州大学大学院 数

理学研究院、代表 若山正人）の連携協力機関の一つとして、数学・数理科学教育研究

組織へのアンケート調査をおこないました。 

この委託事業の目的は、「これまで行われてきた数学・数理科学に関する活動につい

て調査・評価」、「数学・数理科学と他分野との連携・協力に関するニーズ及びシーズ

を、数学・数理科学と他分野の両方の視点から調査」し、それに基づいて「数学・数理

科学と他分野の連携・協力の推進に向けた具体策」を提言することでした。 

日本数学会が行った数学・数理科学教育研究組織へのアンケート調査では、日本数学

会、応用数理学会等に関係する大学の数学・数理科学教育研究組織を対象とし、アンケ

ート票を送り、記入を依頼するという方法をとりました。 

アンケートの内容は、  

「数学・数理科学教育研究活動」   

Ⅰ数学・数理科学教育研究活動について 

「他分野と産業界との連携・協力」  

Ⅱ他分野や産業界との連携・協力を目指す研究の取り組みについて 

Ⅲ他分野や産業界との連携・協力による人材育成の取り組みについて 

Ⅳ博士学位について 

Ⅴ他分野との連携・協力について（その他） 

「数学・数理科学における人材育成」         

VI 大学院における人材育成と進路状況について 

であり、アンケートを 10 月 26 日に発送し、11 月 20 日までの返送を依頼しました。実

際には 2009 年 12 月 24 日までに到着したものを集計しました。発送した組織は 175、

回答を得たのは 70 でした。 

 数学・数理科学教育研究組織へのアンケートに引き続き、日本数学会は、数学・数理

科学と他分野の連携・協力および数学・数理科学における人材育成について、当事者で

ある大学院生に対して、意識調査を行いました。この意識調査の目的は、数学・数理科

学教育研究組織へのアンケート結果とあわせて、日本数学会が数学の振興、若手人材育

成のための説得力のある提言を行うため、および数学・数理科学の若手人材のキャリア

パスの確立のための日本数学会の今後の活動を企画するためでした。 



アンケートの内容は、「進路および他分野との連携」についての修士課程大学院生へ

の調査、および「進路、他分野との連携、若手研究者支援」についての博士課程大学院

生への調査であり、アンケートは、「数学通信」に修士論文題名、博士論文題名を掲載

している数学・数理科学教育研究組織うちで、修士論文題名と博士論文題名の掲載数が

１０以上の４５組織に、大学院生へのアンケート票を送り、大学院生に配布し記入して

もらったアンケート票を数学会で集計分析しました。アンケート票の返送を 2009 年 12

月 21 日までと依頼しましたが、実際には 2010 年 1 月 16 日までに回収したアンケート

票を集計しました。アンケート票は修士課程については、38 の専攻または教室の 557

人（１年生 288 人、２年生 268 人、不明 1人）から回答を得ました。これは、対象とし

ている修士課程大学院生のほぼ 27%にあたります。博士課程については、34 の専攻また

は教室の 173 人（１年生 60 人、２年生 41 人、３年生 72 人）から回答を得ました。日

本数学会発行の数学通信に掲載された 2008年度博士論文題目数は 164であり、ほぼ 35%

からの回答でした。 

 アンケートの結果の集計、分析をおこなった後、日本数学会では、数学・数理科学教

育研究組織へのアンケート結果および大学院生へのアンケート結果を踏まえて、数学の

振興、若手人材育成のための提言、および数学・数理科学の若手人材のキャリアパスの

確立のための今後の活動の企画を検討してきました。 

こうして、日本数学会では、２つのアンケートの結果をまとめ、2009 年度、2010 年

度理事会の連名で、「数学の振興、若手人材育成のためのアンケート調査報告および提

言」を２０１０年７月３日付で発表しました。そこでは、数学の振興、若手人材育成の

ための提言を明らかにし、また数学・数理科学の若手人材のキャリアパスの確立のため

の当面の日本数学会の活動の方向を明らかにしております。 

この文書は、ご協力いただいた全国の数学教室に配布するとともに、数学の振興、若

手人材育成にかかわる関係諸方面のご協力を得るために使っていくことにしておりま

す。 

「数学の振興、若手人材育成のためのアンケート調査報告および提言」は、約 160 ペ

ージの冊子ですが、以下に、そのうちの、「提言と日本数学会の活動の方向」、「数学・

数理科学教育研究組織へのアンケート結果報告概要」、「数学・数理科学大学院生へのア

ンケート結果報告概要」、「数学・数理科学の教育研究にかかわる社会の動きと数学会の

アンケート調査」を再録していただきました。文書の全文は、日本数学会のウェブペー

ジに掲載しております。会員の皆様にも資料としてお使いいただければ幸いです。 

 

 


